
 

１ 科目の概要 

学年・年次 教 科 科 目 選 択 区 分 単位数 

１年次 国語 現代の国語  必履修・必修・選択 ２ 

科目の 

目 標 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する 

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

①知識及び技能 

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

 

②思考，判断，表現 

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え 

合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

 

③主体的に学習に取り組む態度 

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の

言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

教科書 

（出版社） 

・「現代の国語」 

（第一学習社） 
 

副教材 

（出版社） 

・書いて覚えて実践する 高校生の語彙と 

漢字 ゴイカン（桐原書店） 

・新訂版 常用国語便覧 

留意点  
開  講 

予定人数 
 

 

２ 評価 

（1） 評価の観点 

観 点 趣 旨 

知識・技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようとしている。 

思考・判断・表現 
論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中

で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めようとしている。 

主体的に学習に取り

組む態度 

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとして

いる。 

 

（2） 評価方法 
観点 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査・小テスト ◎ ◎  

ワークシート  ◎ ○ 

学習観察   ◎ 

 

 

3 履修上および学習上の注意 
読書をこころがけ、積極的に論理的文章・文学作品に触れるようにしてください。 

 

 

 

 

 



 

4 年間指導計画（評価の観点） 
月 学習内容（単元名） 時数 評価の観点 

４ 
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○オリエンテーション① 

（使用教材、成績の付き方） 

（Chromebookの使い方） 

 

○評論の基本構造を理解する 

「「本当の自分」幻想」 

 

 

 

○意見文の構成 

「砂に埋もれたル・コンビュジ

エ」 

主張に説得力を持たせた意見文を

書く 

 

○具体と抽象の関係を捉える 

「ものとことば」 

 

 

○具体例の提示と対比表現 

「水の東西」 

 

 

 

○人の行為の是非を問う 

「羅生門」 

下人がとった行動について 

話し合う 

 

【前期期末考査】 

 

○筆者の主張をとらえる 

「文化としての科学」 

 

○自分の意見を持つ 

「現代の世論調査」 

 

 

 

○文章の情報を適切にとらえる 

「『私作り』とプライバシー」 

「ＡＩは哲学できるか」 

 

 

○作品の批評をする 

「城の崎にて」 

 

 

 

【後期期末考査】 

 

○自分たちの考えを、資料を 

まじえて発表する 

「法律の改正に関わる文章を読み

蔵場得る」等 
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【知】主題に至る論の構造を把握し、主張に説得力を持たせるための

論の展開について考える。 

【思】内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握する方法を

考える。 

【主】ノートやメモをとるなどして、理解しようとしている。 

 

【知】常用漢字を文や文章の中で活用する。 

【思】自分の考えや事柄が的確に伝わるように、根拠の示し方や説明

のしかたを工夫する方法を考える。 

【主】積極的に意見文を書いている。 

 

【知】具体例の示し方、抽象（意見）の部分のとらえ方を理解する 

【思】具体と抽象部分を意識し、見分けながら読み進める 

【主】本文中の具体と抽象の部分を見つけようとしている。 

 

【知】具体例の示し方、対比表現の仕方を理解する 

【思】具体例と対比表現を活かし、自分の意見の根拠をわかりやすく 

提示する 

【主】わかりやすい具体例や対比表現をしようと工夫を凝らしている 

 

【知】話し合いの基本的なマナーを理解する 

【思】自分が考えた下人の行為の是非を、相手に分かりやすく 

伝える。また、相手の考えを尊重しながら聞く。 

【主】自分の考えをしっかり持とうとし、相手に伝えようとして 

いる。 

 

 

【知】語彙知識を増やす 

【思】筆者の主張と根拠の関係を明確に捉えることができる 

【主】筆者の主張と根拠の関係を捉えようとしている 

 

【知】情報に関するモラルや適切な知識を身につける 

【思】情報に関する自分なりの考えを持ち、説得力を持って他者へ 

伝える文章を書くことができる 

【主】自分の考えを根拠とともにわかりやすく書こうとしている 

 

【知】文章の情報が事実か意見か推論か見分ける手法を理解する 

【思】事実、意見、推論を見分けながら文章を読むことができる 

【主】事実、意見、推論を見分けようと文章を根気強く読んでいる 

 

【知】批評の基礎知識を身につける 

【思】自分の作品の評価を明確に示しながら、根拠を持って文章を 

書くことができる 

【主】自分の意見をはっきりと示しながら文章を書こうとしている 

 

 

【知】発表に適した適切な資料の作成、提示の仕方を理解する 

【思】より多くの人に納得してもらえる発表をすることができる 

【主】多くの人に納得してもらえるような工夫をしようとしている 

 

https://www.google.com/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwij-sX3_Kj2AhWRAd4KHb1MC8sQFnoECAMQAQ&url=https%3A%2F%2Fjp.ext.hp.com%2Fcampaign%2Fpersonal%2Fnotebooks%2Fchromebook%2F&usg=AOvVaw0B6P--00Hn5SGaGXXjEs4H
https://www.google.com/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwij-sX3_Kj2AhWRAd4KHb1MC8sQFnoECAMQAQ&url=https%3A%2F%2Fjp.ext.hp.com%2Fcampaign%2Fpersonal%2Fnotebooks%2Fchromebook%2F&usg=AOvVaw0B6P--00Hn5SGaGXXjEs4H


１ 科目の概要 

学年・年次 教 科 科 目 選 択 区 分 単位数 

１年次 国語 言語文化 - 必履修 ２ 

科目の 

目 標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・ 

能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

①知識及び技能 

 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に 

対する理解を深めることができるようにする。 

 

②思考、判断、表現 

 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え

合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

 

③主体的に学習に取り組む態度 

 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国

の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う 

教科書 

（出版社） 
高等学校 言語文化（第一学習社） 

副教材 

（出版社） 

・読んで見て覚える 重要古文単語３１５ 

［三訂版］（桐原書店） 

・体系古典文法 九訂版（数研出版） 

・漢文必携（桐原書店） 

留意点  
開  講 

予定人数 
 

 

２ 評価 

（1） 評価の観点 

観 点 趣 旨 

知識・技能 
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語 

化に対する理解を深めようとしている。 

思考・判断・表現 
論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わり

の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしようとしている。 

主体的に学習に取り組

む態度 

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上 

させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わ 

ろうとする態度を養おうとしている。 

 

（2） 評価方法 

観点 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査・小テスト ◎ ◎  

レポート・グループ

ワーク 
 ◎ ◎ 

学習観察   ◎ 

 

３ 履修上および学習上の注意 

日頃から本や新聞を読むよう心がけ、積極的に文学作品に触れるようにしましょう。 

 

 

 

 

 



 

４ 年間指導計画（単元の目標と評価の観点） 

月 学習内容（単元名） 時数 評価の観点 

４ 
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オリエンテーション 

（使用教材、成績の付き方） 

（Chromebookの使い方） 

○古文入門 

・古文の学習 

・「児のそら寝」（宇治拾遺物語） 

＊歴史的仮名遣い、音読、用言（動

詞） 

 

・「なよ竹のかぐや姫」（竹取物語） 

 

※単元テスト 

 

○漢文入門 

・漢文の学習 

・訓読に親しむ（一）～（三） 

○故事成語 

・漁父之利 

・蛇足 

 

【前期期末考査】 

 

○歌物語 

・伊勢物語～芥川 

・読み比べる・大和物語 

 

 

 

○史伝 

・完璧 ・先従隗始 

 

○近現代の詩歌 

・その子二十 

・こころの帆 

 

※単元テスト 

 

○古典の詩歌 

・万葉集 

・古今和歌集 

・新古今和歌集 

 

・古典の和歌を現代の言葉で書き換え

る 

 

○伝統と文化 

・祭りの笛 

 

【後期期末考査】 

 

○近現代の詩歌 

・一つのメルヘン 

・自分の感受性くらい 

・I was born 

１ 

８ 

古読 

 

 

 

 

 

４ 

古読 

 

１ 

 

４ 

古読 

 

６ 

古読 

 

 

１ 

 

６ 

古読 

 

 

 

 

６ 

古読 

 

８ 

近読 

 

 

１ 

 

６ 

古読 

 

 

 

５ 

書 

 

４ 

近読 

 

１ 

 

８ 

近読 

 

 

【知】歴史的仮名遣いや古今異義語、用言の活用（動詞）について、文語の 

きまりを理解している。 

説話という文章の種類を踏まえて、内容や展開を的確に捉えている。 

【思】作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容を解釈している。 

【主】時間の経過による言葉の意味の変化を理解し、学習の見通しをもって 

調べたり説明したりしようとしている。 

 

【知】用言の活用（形容詞・形容動詞）について、文語のきまりを理解して 

いる。 

【思】伝奇的作り物語という文章の種類を踏まえて、内容や展開を的確に 

捉えている。 

【主】初期仮名物語に積極的に親しみ、学習課題に沿って伝奇性や心情描写の

特色を捉えようとしている。 

 

【知】漢文を訓読するための基礎知識として、返り点の種類と使い方、助字の

はたらきと意味、再読文字の種類と読み方を習得している。 

漢文の訓読に慣れるとともに、現在使われている言葉が漢文に由来する 

ことを理解している。 

【思】文章の種類を踏まえて、たとえ話を読み解き、内容や展開を的確に 

捉えている。 

【主】日常的に使う故事成語や格言の量を積極的に増やし、漢文が我が国の 

言語文化と不可分の関係にあることを理解しようとしている。 

 

【知】「歴史の窓」と「筒井筒」の課題を踏まえて、作品の歴史的・文化的 

背景を理解している。 

【思】歌物語では感動の中心が歌にあることを理解し、内容や展開を的確に 

捉えている。 

【主】歌物語に積極的に親しみ、学習課題に沿って和歌の果たす意味を捉えよ

うとしている。 

 

【知】訓読のきまりを理解する。由来を知り、古典の言葉と現代の言葉との 

つながりについて理解している。 

【思】史伝という文章の種類を踏まえて、内容や展開を的確に捉えている。 

【主】積極的に史伝の特徴を理解し、考え方や人物像、たとえ話における論理

を説明しようとしている。 

 

【知】我が国の言語文化に特徴的な、短歌・俳句の表現の技法とその効果に 

ついて理解している。 

【思】作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容を解釈している。 

【主】短歌・俳句の形式や表現を進んで理解し、学習の見通しをもって短歌 

文芸に親しもうとしている。 

 

【知】我が国の言語文化に特徴的な和歌の表現の技法とその効果について理解 

している。 

【思】和歌を書き換えて、互いの解釈を比べ合い、内容を深めている。 

【主】古典の和歌を現代の言葉で書き換える意義を積極的に理解し、学習課題

に沿って、古典の和歌を現代の言葉で書き換えようとしている。 

 

【知】我が国の伝統文化に関する題材を選んで、随筆に書き表している。 

【思】伝統文化に関して積極的に題材を集め、集めた題材のよさや味わいを 

吟味しようとしている。 

【主】我が国の伝統文化に関する題材を選んで、随筆に書き表そうとして 

いる。 

 

【知】文学史を理解している。 

【思】象徴的な表現を読み解き、作品に表れているものの見方や考え方を 

捉え、内容を解釈している。 

【主】象徴的な表現を読み取り、進んで作品世界を理解しようとしている。 

 

https://www.google.com/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwij-sX3_Kj2AhWRAd4KHb1MC8sQFnoECAMQAQ&url=https%3A%2F%2Fjp.ext.hp.com%2Fcampaign%2Fpersonal%2Fnotebooks%2Fchromebook%2F&usg=AOvVaw0B6P--00Hn5SGaGXXjEs4H
https://www.google.com/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwij-sX3_Kj2AhWRAd4KHb1MC8sQFnoECAMQAQ&url=https%3A%2F%2Fjp.ext.hp.com%2Fcampaign%2Fpersonal%2Fnotebooks%2Fchromebook%2F&usg=AOvVaw0B6P--00Hn5SGaGXXjEs4H


 

 

１ 科目の概要 

学年・年次 教 科 科 目 選 択 区 分 単位数 

１年次 公民 公共 - 必履修・必修・選択 ２ 

科目の 

目 標 

①知識及び技能 

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解するとと

もに、諸資料から、倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまと

める技能を身に付けるようにする。 

②思考、判断、表現 

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本

的原理を活用して、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参画を視

野に入れながら構想したことを議論する力を養う。 

③主体的に学習に取り組む態度 

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面

的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される、現代社会に生きる人間としての在り方生き方につい

ての自覚や、公共的な空間に生き国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ること

や、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。 

教科書 

（出版社） 
・公共 ＰＵＢＬＩＣ（数研出版） 

副教材 

（出版社） 
 

留意点  
開  講 

予定人数 
 

 

２ 評価の方法 

（１） 評価の観点 

観 点 趣 旨 

知識・技能 
現代の諸課題を捉え概念や理論について理解しているとともに、諸資料から、倫理的主体的

に活動するために必要となる情報を多角的かつ効果的に調べまとめている。 

思考・判断・表現 
現実社会の諸課題の解決に向けて事実を元に多面的・多角的に考察・判断・議論したりして

いる。 

主体的に学習に取り組む態度 
国家及び社会の形成者としてよりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的に解決しよ

うとしている。 

 

（２） 評価方法 

観点 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査・小テスト ◎ ○  

ワークシート ○ ◎ ○ 

学習観察  ○ ◎ 

 

３ 履修上および学習上の注意 

・「公共」は倫理、政治、経済、国際社会に分けられており、２～３年次の選択科目である「倫理」「政治・経済」の 

基礎となる科目です。 

・「１８歳で成人」となる皆さんは、高校生になったのをきっかけに、世の中の動きをニュースなどで把握したり、各国

の文化や考え方の違いを理解し、社会の一員となる準備をしましょう。 



 

４ 年間指導計画（評価の観点） 

月 学習内容（単元名） 時数 評価の観点 

４ 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

8 

 

 

9 

 

 

 

 

10 

 

11 

 

 

 

 

 

12 

 

1 

 

 

2 

 

 

 

 

3 

第１章 公共的な空間をつくる 

私たち 

第１節 青年期と自己形成 

第２節 人間としての自覚 

第３節 日本人としての自覚 

 

 

第２章 公共的な空間における 

人間としてのあり方生き方 

第１節 西洋近現代の思想 

第２節 現代の諸課題と倫理 

 

 

 

第３章 公共的な空間における 

基本原理 

第１節 民主社会の基本原理 

第２節 日本社会の基本原理 

 

 

 

 

第４章 現代の民主政治と 

政治参加の意義 

第１節 日本の政治機構 

第２節 民主参加と民主政治の 

課題 

 

【前期期末考査】 

 

第５章 現代の経済社会と 

経済活動のあり方 

第１節 経済のしくみと市場機構 

第２節 財政と金融 

第３節 日本経済の発展と変化 

第４節 豊かな生活と福祉の実現 

 

 

 

 

 

第６章 国際社会の動向と 

日本の役割 

第１節 国際政治の動向 

第２節 国際政治の課題と日本の 

役割 

第３節 国際経済の動向と国際 

協力 

 

【後期期末考査】 

 

持続可能な社会づくりの主体とな

る私たち 

７ 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

１ 

 

１８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

５ 

【知】青年期の意義、思想や三大宗教の内容が理解できている。 

【思】自己形成の課題について考察できている。思想や宗教、文化や伝

統が自分自身の生き方に与えている影響に気付くことができている。 

【主】社会の一員としての自覚を深め、自己実現がめざせている。先哲

の思想や生き方、日本の伝統思想や文化、外来思想から自分自身の生き

方を検証し、主体的に追究できている。 

 

【知】近世・近現代の思想内容、地球環境問題や資源・エネルギー問題、

生命科学や情報技術の進展などの事象について理解できている。 

【思】先人の生き方を通して、公共的な空間における人間としての在り

方生き方を考察するための選択・判断の手掛かりが考察できている。 

【主】選択・判断の手掛かりとなる考え方を使って、現代の諸課題を主

体的に追究できている。 

 

【知】法などの社会規範の役割、民主政治のあゆみ、日本国憲法の三大

原理の内容、日本国憲法で保障されている権利が理解できている。 

【思】民主政治における国家と個人のあり方、日本国憲法における権利

の保障と、他者の権利や公共の利益との調和について考察できている。

日本の平和主義のあり方の変化について考察できている。 

【主】民主政治が自らの生活とかかわっていることを理解し、社会に主

体的に生きる人間のあり方生き方について思索を深められている。 

 

【知】三権相互の関係と役割、行政機能が拡大している現状、選挙のし

くみ、政党の役割、地方自治の現状と課題が理解できている。 

【思】行政機能拡大の是非、日本政治の課題と今後の見通し、地方自治

の現状と身近な地域で行われている事例について考察できている。 

【主】裁判員制度の意義をふまえ積極的に参画する自覚を持つことがで

きている。身近に自らが参加できる機会を発見し、主権者として参加し

ようという意欲を持つことができている。 

 

【知】企業や政府の役割、市場メカニズム、各種経済指標、金融・財政

のしくみ、戦後日本経済のあゆみが理解できている。産業構造の変化と

職業選択との関係や、中小企業や農業の果たしている役割と現状、契約

の原則、労働問題や社会保障について理解できている。 

【思】現代の資本主義経済と市場メカニズム、ＧＤＰと豊かさとのつな

がり、景気の先行きと経済の動向について考察・判断できている。労働

問題や社会保障について課題を発見し、解決の方法を考察できている。 

【主】経済社会に主体的に生きる一員として、新聞などで情報を集め、

現状と今後の日本経済について見通しがたてられている。労働問題や社

会保障の課題について主体的に追究できている。 

 

【知】国際法の意義や国際紛争を解決する機関の役割、戦後の国際政治

の流れ、国際社会における日本の役割、核軍縮への流れ、世界の紛争や

人権問題について理解できている。貿易や外国為替相場のしくみ、戦後

の国際経済の流れ、地域経済統合が進む世界の現状が理解できている。 

【思】国連など国際機関の現状と課題、国際社会の諸問題について考察・

判断できている。貿易や為替相場の変動、地域経済統合が経済にどのよ

うな影響を与えるのか考察できている。 

【主】国際政治や国際経済の課題、平和と安全を維持するため何が有効

なのか、グローバル化した国際経済について主体的に追究できている。

持続可能な社会のあり方について主体的に追究できている。 

 



 

 

１ 科目の概要 

学年・年次 教 科 科 目 選 択 区 分 単位数 

１年次 数 学 数学Ⅰ - 必履修・必修・選択 ３ 

科目の 

目 標 

数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分析について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を

図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにするとともに、それらを活用

する態度を育てる。 

教科書 

（出版社） 
高等学校 数学Ⅰ（数研出版） 

副教材 

（出版社） 

教科書傍用 ４プロセス 数学Ⅰ＋A 

短期完成 データの分析ノート（ともに数研出版） 

留意点 特になし 
開  講 

予定人数 
必履修のため全員 

 

２ 評価 

（１） 評価の観点 

観 点 趣 旨 

知識・技能 

数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を 

体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・ 

処理したりする技能を身につけるようにする。 

思考・判断・表現 

命題の条件や結論に着目し、数と式を多面的に見たり目的に応じて適切に変形したりする力、

図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、

関数関係に着目し、事象を的確に表現してその特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて 

考察する力、社会の事象などから設定した問題について、データの散らばりや変量間の関係

などに着目し、適切な手法を選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の過程や結果を

批判的に考察し判断したりする力を養う。 

主体的に学習に取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしよう

とする態度や創造性の基礎を養う。 

 

（２） 評価方法 

観点 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査・単元テスト 

小テスト 
◎ ◎  

ワークシート 

授業中の発言・発表 
○ ◎ ○ 

授業への取組姿勢 

週末課題 

長期休業中の課題 

○ ○ ◎ 

 

３ 履修上および学習上の注意 

・習熟度別クラス展開を行う。 

・「教科書傍用 ４プロセス 数学Ⅰ＋Ａ」を、家庭学習（予習・復習）で活用する。 

・「短期完成 データの分析ノート」を、データの分析にて活用する。 

 

 

 

 

 



 

４ 年間指導計画（評価の観点） 

月 学習内容（単元名） 時数 評価の観点 

4 

 

 

 

 

5 

 

 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

 

8 

 

 

9 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

 

1 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

第１章 数と式 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前期中間考査】 

 

第２章 集合と命題 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前期期末考査】 

 

第３章 ２次関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【後期中間考査】 

 

第４章 図形と計量 

 

 

 

 

 

 

 

 

【後期期末考査】 

 

第５章 データの分析 

 

19 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

12 

 

 

 

【知】展開や因数分解の計算を行うことができる。また、数の体系を 

実数まで拡張する意味を理解したり、数の概念に対する理解を 

深めたりすることができる。 

【思】式を、目的に応じて一つの文字に着目して整理したり、一つの 

文字に置き換えたりするなど、複雑な式を簡単な式に帰着させ、 

式の見方を豊かにすることができる。 

【主】粘り強く考え、数学的論拠に基づき判断しようとしている。 

 

 

 

 

 

【知】集合と命題に関する基本的な概念を理解し、それを事象の考察に

使うことができる。 

【思】事象を論理的に表現する際の基礎となる知識や技能を身に付けた

上で、色々な事象や数学の概念を多面的に見たり統合的に見たり

することができる。 

【主】粘り強く考え、数学的論拠に基づき判断しようとしている。 

 

 

 

 

 

【知】関数の概念の理解を深め、関数を用いて数量の変化を表現する 

ことの有用性を認識することができる。 

【思】２次関数の値の変化を考察することを通じて、関数の最大値・ 

最小値や２次不等式の解を求めることができる。 

【主】粘り強く考え、数学的論拠に基づき判断しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

【知】鋭角での三角比の意味と相互関係について理解したり、鈍角まで

拡張する意味と鋭角との関係を理解したりすることができる。 

【思】三角比や正弦定理、余弦定理を用いて、平面図形や簡単な空間 

図形の計量に活用することができる。 

【主】粘り強く考え、数学的論拠に基づき判断しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

【知】目的に応じて複数の種類のデータを収集し、適切な統計量やグラ

フ、手法などを選択し分析を行い、データの傾向や特徴を理解 

することができる。 

【思】主張の妥当性について、実験などを通して得たデータを整理して

判断したり、批判的に考察したりすることができる。 

【主】粘り強く考え、数学的論拠に基づき判断しようとしている。 

 

 



 

 

１ 科目の概要 

学年・年次 教 科 科 目 選 択 区 分 単位数 

１年次 数 学 数学Ａ - 必履修・必修・選択 ２ 

科目の 

目 標 

図形の性質、場合の数と確率について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的

に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにするとともに、それらを活用する態度を育てる。 

教科書 

（出版社） 
高等学校 数学Ａ（数研出版） 

副教材 

（出版社） 
教科書傍用 ４プロセス 数学Ⅰ＋A（数研出版） 

留意点 特になし 
開  講 

予定人数 
必修のため全員 

 

２ 評価 

（１） 評価の観点 

観 点 趣 旨 

知識・技能 

図形の性質、場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解すると 

ともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を

身につけるようにする。 

思考・判断・表現 
図形の構成要素間の関係などに着目し、図形の性質を見い出し、論理的に考察する力、 

不確実な事象に着目し、確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力を養う。 

主体的に学習に取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしよう

とする態度や創造性の基礎を養う。 

 

（２） 評価方法 

観点 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査・単元テスト 

小テスト 
◎ ◎  

ワークシート 

授業中の発言・発表 
○ ◎ ○ 

授業への取組姿勢 

週末課題 

長期休業中の課題 

○ ○ ◎ 

 

３ 履修上および学習上の注意 

・習熟度別クラス展開を行う。 

・「教科書傍用 ４プロセス 数学Ⅰ＋Ａ」を、家庭学習（予習・復習）で活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 年間指導計画（評価の観点） 

月 学習内容（単元名） 時数 評価の観点 

4 

 

5 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

8 

 

 

9 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

12 

 

1 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

【前期中間考査】 

 

 

第１章 場合の数と確率 

 

 

 

 

 

 

【前期期末考査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【後期中間考査】 

 

第２章 図形の性質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学年末考査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】集合の要素の個数に関する原則について理解している。 

   順列・組合せの意味を理解し、総数を求めることができる。 

   確率の意味や法則について理解を深め、ある事象の確率や期待値

を求めることができる。 

   独立な試行の確率を求めることができる。 

   条件付き確率を求めることができる。 

【思】事象の構造、確率の性質や法則に着目し、場合の数や確率を求め

る方法を多面的に考察することができる。 

【主】粘り強く考え、数学的論拠に基づき判断しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】三角形・円・空間図形に関する基本的な性質について理解して 

いる。 

【思】図形の性質について論理的に考察したり説明したりすることが 

できる。 

   図形の性質や作図について統合的・発展的に考察することが 

できる。 

【主】粘り強く考え、数学的論拠に基づき判断しようとしている。 

 

 

 

 



 

 

１ 科目の概要 

学年・年次 教 科 科 目 選 択 区 分 単位数 

１年次 理科 化学基礎 - 必履修・必修・選択 ２単位 

科目の 

目 標 

①知識及び技能 

日常生活や社会との関連を図りながら化学や化学現象への関心を高める。 

 

②思考，判断，表現 

化学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な見方や考え方を養う。 

 

③主体的に学習に取り組む態度 

目的意識をもって学習・実験などを行い，化学的に探究する能力と態度を身につける。 

教科書 

（出版社） 
化学基礎（数研出版） 

副教材 

（出版社） 

改訂版 リード Light ノート 化学基礎 
（数研出版） 

留意点  
開  講 

予定人数 
 

 

 

２ 評価の方法 

（１） 評価の観点 

観 点 趣 旨 

知識・技能 
考査の他、観察・実験に対する「姿勢」「予想や考察」「器具の操作」「レポート」などから評

価する。 

思考・判断・表現 
考査の他、ノートやレポートにおいて内容を適切にまとめているか，科学的な思考ができて

いるかなどを評価する。 

主体的に学習に取り組む態度 提出物や課題の取組みから評価する。 

 

（２） 評価方法 

観点 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査・小テスト ◎ ◎ 〇 

レポート・提出物 ○ ◎ ◎ 

学習観察  ◎ ◎ 

 

 

3 履修上および学習上の注意 

 

１ 日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味をもち，その法則性について考える態度をもつこと。 

２ 疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。 

３ 学んだことをより正確に記録する方法と態度を身につけること。 

 

 



 

4 年間指導計画（評価の観点） 

月 学習内容（単元名） 
時

数 
評価の観点 

４ 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

 

 

8 

 

 

 

9 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

12 

 

1 

 

2 

 

 

3 

第 1 編 物質の構成と化学結合 

第 1 章 物質の構成 

1 純物質と混合物 

2 物質とその成分 

3 物質の三態と熱運動 

 

 

第 2 章 物質の構成粒子 

1 原子とその構造 

2 イオン 

3 周期表 

 

 

第 3 章 粒子の結合 

1 イオン結合とイオン結晶 

2 共有結合と分子 

3 配位結合 

4 分子間にはたらく力 

5 高分子化合物 

6 共有結合の結晶 

7 金属結合と金属結晶 

 

第 2 編 物質の変化 

第 1 章 物質量と化学反応式 

1 原子量・分子量・式量 

2 物質量 

3 溶液の濃度 

4 化学反応式と物質量 

 

第 2 章 酸と塩基の反応 

1 酸･塩基 

2 水素イオン濃度と pH 

3 中和反応と塩 

4 中和滴定 

 

第 3 章 酸化還元反応 

1 酸化と還元 

2 酸化剤と還元剤 

3 金属の酸化還元反応 

4 酸化還元反応の利用 

 

 

1５ 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 

 

 

 

 

 

10 
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【知】混合物を分離する操作として，ろ過，蒸留，分留，昇華法，再結 

晶，抽出，クロマトグラフィーなどの方法をあげることができる。 

【主】身のまわりの物質が純物質と混合物に分類されることに興味を 

もつ 

【思】いろいろな物質を単体と化合物に分類することができる。 

単体と化合物の違いについて説明することができる。 

 

【知】原子の構成粒子である陽子・中性子・電子の個数・電荷・質量の 

関係について理解している。 

【主】各元素の特徴および周期表上の元素の配列について興味をもつ。 

【思】原子について，どのような粒子から構成されているかを説明す 

ることができる。 

 

【知】それぞれの結合の種類について説明できる。 

さまざまなイオン式や分子式、電子式，構造式で表しその構造を 

考えることができる。 

【思】原子間の共有結合を考えることによって分子の構造を予想する 

ことができる。 

【主】身のまわりの物質の結合の成り立ちについて興味を持つ。 

 

 

 

【知】モルの概念を、質量や粒子数、体積と結びつけることができる。 

【思】原子量をもとに、化学反応の量的な関係を導くことができる。 

【主】化学反応が、化学反応式で表現できることがわかる。 

 

 

 

 

【知】酸や塩基の価数，電離度などの考え方があることを理解し，説明 

できる。 

【思】酸・塩基の性質を H＋と OH－で考える方法と，H＋の授受で考 

える方法から，酸と塩基を見きわめられる。 

【主】酸とは何か,塩基とは何かに関心をもつ。 

 

【知】電子の授受により酸化還元反応が説明できることを理解している。 

【思】酸化数を求めることによって酸化還元反応を区別することができるよ

うになる。 

【主】酸化と還元が同時に起こることに気づく。 

 

 

 



 

 

１ 科目の概要 

学年・年次 教 科 科 目 選 択 区 分 単位数 

１年次 理科 生物基礎 - 必履修 ２単位 

科目の 

目 標 

①知識及び技能 

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究 

するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身につける。 

 

②思考，判断，表現 

生物学の基本的な概念や原理・法則を理解し，観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

 

③主体的に学習に取り組む態度 

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の 

保全に寄与する態度を養う。 

教科書 

（出版社） 
生物基礎（東京書籍） 

副教材 

（出版社） 
リード Light ノート 生物基礎（数研出版） 

留意点  
開  講 

予定人数 
 

 

 

２ 評価 

（1） 評価の観点 

観 点 趣 旨 

知識・技能 
・生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験 

などに関する基本的な技能を身につけた。 

思考・判断・表現 
・生物や生物現象についての知識を活用し、思考することができた。 

・観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

主体的に学習に取り組

む態度 

・生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し， 

自然環境の保全に寄与する態度を身につけた。 

 

（2） 評価方法 

観点 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査・小テスト ◎ 〇  

ワークシート 〇 ◎ ◎ 

学習観察   ◎ 

 

 

３ 履修上および学習上の注意 

 

１ 日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味をもち，その法則性について考える態度をもつこと。 

２ 疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。 

３ 学んだことをより正確に記録する方法と態度を身につけること。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 年間指導計画（単元の目標と評価の観点） 

月 学習内容（単元名） 時数 評価の観点 

４ 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

 

8 

 

 

9 

 

10 

 

 

 

 

 

 

11 

12 

 

 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

3 

第１章 生物の特徴 
1 生物の多様性 
2 生物の共通性 
3 生物の進化と系統 
4 細胞と個体の成り立ち 
5 真核細胞の構造 
6 原核細胞の構造 
7 生命活動とエネルギー 
8 ATP の構造 
9 生体内の化学反応と酵素 

10 光合成と呼吸 
【前期中間考査】 
第２章 遺伝子とその働き 
11 生物と遺伝情報 
12 DNA の構造と遺伝情報 
13 DNA 複製 
14 DNA と染色体 
15 細胞周期と DNA の分配 
16 細胞周期と DNA 量の変化 
17 遺伝子発現とタンパク質 
18 転写と翻訳 
19 遺伝暗号表 
20 遺伝子発現と維持 
【前期期末考査】 
第３章 神経系･内分泌による調節 
21 恒常性と体液 
22 血液凝固と線溶 
23 恒常性に関わる神経系 
24 自律神経系と脳死 
25 ホルモンによる調節 
26 ホルモン分泌の調節 
27 血糖濃度の変化と糖尿病 
28 血糖濃度の調節のしくみ 
29 体温と水分量の調節 
【後期中間考査】 
第４章 免疫 
30 生体防御の概要 
31 異物の侵入を阻止するしくみ 
32 自然免疫のしくみ 
33 獲得免疫の概要 
34 細胞性免疫と体液性免疫 
35 抗体とその利用 
36 免疫記憶とその利用 
37 免疫と病気① 
38 免疫と病気② 
第 5 章 植生と遷移 
39 環境と生物 
40 光の強さと植物 
41 森林の階層構造と土壌 
42 遷移の過程 
43 遷移に伴う環境の変化 
44 遷移と世界のバイオーム 
45 日本のバイオーム 
【後期期末考査】 
第 6 章 生態系とその保全 
46 生態系における生物の役割 
47 種の多様性と食物連鎖 
48 生態系と生態ピラミッド 
49 キーストーン種と絶滅 
50 生態系のバランスと変動 
51 人間活動と生態系 
52 生物濃縮 
53 外来生物 
54 生物多様性と生態系の保全 
55 生態系と人間生活 

14 
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【知】 

・生物がもつ多様性と共通性を理解している。 

・細胞のしくみや生物の構造を整理し、理解している。 

【主】細胞の観察手法や顕微鏡操作に主体性を持って理解しようと 

取り組み、実験結果を正しくまとめ、アウトプットしようとする。 

【思】脊椎動物に至るまでの進化の道筋と関連付けて考察できる。 

【知】 

・代謝を正しく認識することができる。 

・植物にとって光エネルギーの持つ意味を正しく理解する。 

・生物が有機物を利用する意味と必要性、しくみを正しく理解する。 

【知】生物学における遺伝子の正しい意味を認識することができる。 

【主】遺伝子本体の物質の解明に向けた先人の実験手法や結果に関心

を持って理解しようとする。 

【知】 

・遺伝情報をになう物質としての DNAの特徴について理解する。 

・DNA が複製され分配されることにより，増殖した細胞に遺伝情報が

伝えられることを理解する。 

・塩基配列がタンパク質の種類を指定するしくみを理解する。 

【思】遺伝子に関連する、ＳＮＳ上などで拡散している情報について

正しく認識することができる。 

【知】 

・体内環境の恒常性が保たれるしくみを理解する。 

・体内環境の維持に自律神経とホルモンがかかわっていることを理解

する。 

・心拍数、体温、血糖量を調節することの必要性を正しく理解する。 

【主】自律神経系や内分泌系が、心拍数、体温、血糖量などを調節 

するしくみに関心を持って探究しようとする。 

 

 

【知】 

・免疫とそれにかかわる物質や細胞の働きについて理解する。 

・それぞれの免疫細胞の役割とそれらを制御するしくみを理解する。 

【思】予防接種をはじめとした免疫に関する医療技術やその諸問題に

科学的な判断と考察ができる。 

 

 

 

【知】 

・陸上には気象条件に適応した多様な植生が見られることを理解 

する。 

・植生は、植物自身が変成した環境に適応した結果、長期的に移り 

変わっていくことを理解する。 

【主】気候に適応した様々なバイオームが成立していることとその 

特徴を整理しようとできる。 

 

【思】生態系のバランスについての理解に基づき、生態系保全と人間 

生活の関わりの重要性を認識する。 

 

 



１ 科目の概要 

学年・年次 教 科 科 目 選 択 区 分 単位数 

１学年 保健体育 体育  必履修・必修・選択 ３ 

科目の 

目 標 

 体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と

体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、自己の状況に応じて体

力の向上を図るための資質・能力を育成する。 

教科書 

（出版社） 
現代高等保健体育（大修館書店） 

副教材 

（出版社） 
 

留意点  
開  講 

予定人数 
 

 

 

２ 評価の方法 

（１） 評価の観点 

観 点 趣 旨 

知識及び技能 
運動の合理的・計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたっ

て運動を豊かに継続することができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性につい

て理解するとともに、それらの技能を身につけているか。 

思考力・判断力・ 

表現力等 

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的・計画的な解決に向け

て思考し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を身につけているか。 

学びに向かう力・ 

人間性等 

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任

を果たす、参画する、一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を持つとともに、健

康・安全を確保して、生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を身につけているか。 

 

（２） 評価方法 

観点 

評価方法 
知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

実技テスト・ゲーム ○ ○ ○ 

ワークシート ○ ○ ○ 

学習観察  ○ ○ 

 

 

３ 履修上および学習上の注意 

・評価の際には、２の（１）に記載の 3 観点を同等に取り扱うものとする。 

・運動が苦手でも一生懸命取り組み、各種目の特性や自己の技能について探究し、発見した課題の解決に向けて考える

こと。 

・運動が得意でも、仲間との体力や技能などの違いに配慮し、仲間全員が運動に親しめるよう、よりよい環境づくりに

主体的に取り組むこと 

・体調に応じて運動量を調整したり、仲間や相手の体力や技能の程度に配慮したり、用具や場の安全を確認するなどし

て、自他共に怪我のないように心掛けること。 

・体育理論の授業においては保健の教科書を使用する。 

 



 

４ 年間指導計画（評価の観点） 

月 学習内容（単元名） 時数 評価の観点（抜粋） 

４ 
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オリエンテーション 

 

１「体つくり運動」 

 

 

２「体育理論」 

 

３「器械運動（マット運動）」 

「陸上競技（走・投）」 

 

 

 

 

４「球技＜ネット型＞ 

（バレーボール）」 

 「器械運動（マット運動）」 

 

 

 

 

 

５「陸上競技（走・投）」 

 「球技＜ネット型＞ 

（バレーボール）」 

 

 

 

 

 

６「領域内選択（球技）」 

・＜ゴ ー ル 型＞サッカー 

・＜ネ ッ ト 型＞ソフトテニス 

・＜ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型＞ソフトボール 

 

 

７「武道（柔道）」 

「球技＜ゴール型＞ 

（バスケットボール）」 

 

 

 

８「球技＜ゴ ー ル 型＞ 

（バスケットボール）」 

「ダンス」 

 

 

９「体育理論」 

 

10「スキー」 

１ 

 

８ 

 

 

3 
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12 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 ３ 

 

１２ 

「体つくり運動」 

【知】体を動かす楽しさや心地よさを味わい、健康の保持増進や体力向上を目指

し、取り組むことができる 

【思】下記※１ 参照 

【学】下記※２ 参照、話し合いに貢献しようとしている 

「体育理論」 

【知】スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展について理解している 

【思】課題を発見し、よりよい解決に向けて思考・判断するとともに、他者に伝

えようとしている 

【学】自主的に学習に取り組んでいる 

「器械運動（マット運動）」 

【知】基本的な技や発展技を滑らかに安定して行うとともに、それらを構成し演

技することができる 

【思】下記※１ 参照 

【学】下記※２ 参照、よい演技を讃えようとしている 

「陸上競技（走・投）」 

【知】記録の向上や競争の楽しさ・喜びを味わい、技術の行い方や体力の高め方

などを理解するとともに、各種目特有の技能を身に付けている 

【思】下記※１ 参照 

【学】下記※２ 参照、ルール・マナーを大切にしている 

「球技＜ゴール型＞」 

【知】安定したボール操作と空間を作り出すなどの動きによってゴール前への侵

入などの攻防をすることができる 

【思】下記※１ 参照 (特に攻防について) 

【学】下記※２ 参照、フェアプレーを大切にしている 

「球技＜ネット型＞」 

【知】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空

いた場所をめぐる攻防をすることができる 

【思】下記※１ 参照 (特に攻防について) 

【学】下記※２ 参照、フェアプレーを大切にしている 

「球技＜ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型＞」 

【知】安定したバット操作と走塁での攻撃、ボール操作と連携した守備などによ

って攻防をすることができる 

【思】下記※１ 参照 (特に攻防について) 

【学】下記※２ 参照、フェアプレーを大切にしている 

「武道（柔道）」 

【知】相手の動きの変化に応じた基本動作や基本技・連絡技を用いて、相手を崩

して投げたり、抑えたりするなどの攻防をすることができる 

【思】下記※１ 参照 (特に攻防について)  

【学】下記※２ 参照、伝統的な行動の仕方を大切にしている 

「ダンス」 

【知】ダンスの楽しさや喜びを味わい、体力の高め方などを理解するとともに、

イメージを深めた表現を通した交流や発表をすることができる 

【思】下記※１ 参照 (特に表現について) 

【学】下記※２ 参照、作品や発表などの話し合いに貢献している 

「スキー」 

【知】技能の向上の楽しさ・喜びを味わうとともに、安定したスキー操作を実践

することができる 

【思】下記※１ 

【学】下記※２ 参照、スキー場のルール・マナーを大切にしている 

※１ 自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて取り組むとともに、自

己や仲間の考えたことを他者に伝えることができる 

※２ 自主的に取り組んでいる、互いに助け合い教え合おうとしている、一人一

人の違いに応じた動きや課題、挑戦などを大切にしている、健康・安全を確保し

ている 

 



１ 科目の概要 

学年・年次 教 科 科 目 選 択 区 分 単位数 

１学年 保健体育 保健  必履修・必修・選択 １ 

科目の 

目 標 

保健の見方・考え方を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を通じて人々が

自らの健康や環境を適切に管理し、改善していくための資質・能力を育成する。 

教科書 

（出版社） 
現代高等保健体育（大修館書店） 

副教材 

（出版社） 
 

留意点  
開  講 

予定人数 
 

 

 

２ 評価の方法 

（１） 評価の観点 

観 点 趣 旨 

知識・技能 
個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けて

いるか。 

思考力・判断力・ 

表現力等 

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断す

るとともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を身に付けているか。 

学びに向かう力・ 

人間性等 

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活

力ある生活を営む態度を身に付けているか。 

 

（２） 評価方法 

観点 

評価方法 
知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

定期考査・小テスト ○ ○  

ワークシート ○ ○ ○ 

学習観察  ○ ○ 

 

 

３ 履修上および学習上の注意 

・評価の際には、２の（１）に記載の 3観点を同等に取り扱うものとする。 

・１単位科目のため欠課時数に留意すること。 

・授業で使用する教材は教科書のみであるため、教科担任から配布される教材の保管について留意すること。 

・教科書は１、２年次の保健のみならず、１～３年次体育の「体育理論」時にも使用するため、紛失しないように管理

すること。 

 

 

 



 

４ 年間指導計画（評価の観点） 

月 学習内容（単元名） 時数 評価の観点（抜粋） 
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11 
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3 

 

 

 

オリエンテーション 

 

【現代社会と健康】 

01「健康の考え方と成り立ち」 

02「私たちの健康のすがた」 

 

03「生活習慣病の予防と回復」 

04「がんの原因と予防」 

05「がんの治療と回復」 

 

06「運動と健康」 

07「食事と健康」 

08「休養・睡眠と健康」 

 

09「喫煙と健康」 

10「飲酒と健康」 

11「薬物乱用と健康」 

 

 

 

【前期期末考査】 

 

12「精神疾患の特徴」 

13「精神疾患の予防」 

14「精神疾患からの回復」 

 

 

15「現代の感染症」 

16「感染症の予防」 

17「性感染症・エイズとその予防」 

 

 

18「健康に関する意思決定・行動選

択」 

19「健康に関する環境づくり」 

 

【安全な社会生活】 

01「事故の現状と発生要因」 

02「安全な社会の形成」 

03「交通における安全」 

 

 

 

 

 

 

 

【後期期末考査】 

 

04「応急手当の意義とその基本」 

05「日常的な応急手当」 

06「心肺蘇生法」 

1 

 

 

2 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

１ 

 

４ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

４ 

 

「健康の考え方」 

【知】国民の健康課題や健康の考え方が変わってきていること、健康は

主体と環境の相互作用の下に成り立っていること、健康の保持増進には

個人の適切な意思決定や行動選択及び環境づくりが関わること、を理解

している 

【思】現代社会と健康における情報や事象について、整理したり個人及

び社会生活と関連付けたりして、自他や社会の課題を発見している 

【学】※１参照 

「現代の感染症とその予防」 

【知】感染症の発生や流行には時代や地域によって違いがみられるこ

と、その予防には個人の取組及び社会的な対策が必要であること、を理

解している 

【思】感染症の発生や流行には違いがみられることについて整理し、感

染のリスク軽減のための個人の取組及び社会的な対策に応用している 

【学】※１参照 

「生活習慣病などの予防と回復」 

【知】健康の保持増進と生活習慣病などの予防と回復には、調和の取れ

た生活の実践や疾病の早期発見、及び社会的な対策が必要であること、

を理解している 

【思】自他の生活習慣や社会環境を分析し、リスク軽減と生活の質の向

上に必要な個人の取組や社会的な対策を整理している 

【学】※１参照 

「喫煙・飲酒・薬物乱用と健康」 

【知】喫煙と飲酒は生活習慣病などの要因になること、薬物乱用は心身

の健康や社会に深刻な影響を与えること、それらの対策には個人や社会

環境への対策が必要であること、を理解している 

【思】我が国のこれまでの取組を個人への働きかけと社会環境への対策

の面から分析したり、諸外国と比較したりして、防止策を評価している 

【学】※１参照 

「精神疾患の予防と回復」 

【知】精神疾患の予防と回復には、調和のとれた生活を実践すること及

び心身の不調に気付くことが重要であること、疾病の早期発見及び社会

的な対策が必要であること、を理解している 

【思】習得した知識を基に、心身の健康を保ち、不調に早く気付くため

に必要な個人の取組や社会的な対策を整理している 

【学】※１参照 

 

「安全な社会づくり」 

【知】環境の整備とそれに応じた個人の取組が必要であること、交通事

故の防止には車両の特性の理解・適切な行動・自他の生命を尊重する態

度・交通環境の整備が関わること、を理解している 

【思】様々な事故や災害の事例から、安全に関する情報を整理し、環境

の整備に応用している 

【学】※１参照 

「応急手当」 

【知】適切な応急手当は傷害や疾病の悪化を軽減できること、応急手当

には正しい手順があること、応急手当は速やかに行う必要があること、

を理解し、心肺蘇生法などの応急手当を適切に行うことができる 

【思】習得した知識や技能を事故や災害で生じる傷害や疾患に関連付け

て、悪化防止のための適切な方法に応用している 

【学】※１参照 

 

※１ 自他の健康や環境づくりに関心を持ち、積極的に授業に参画して

いる 

 



 

 

１ 科目の概要 

学年・年次 教 科 科 目 選 択 区 分 単位数 

1 年次 英語 英語コミュニケーションⅠ - 必履修・必修・選択 ３ 

科目の 

目 標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，以下の 5 つの領域において言語活動及びこれらを結び付けた

統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり，適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを 

図る資質・能力を養う。具体的な活動・領域は以下の通り。 

（1）聞くこと  

ア 日常的及び社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用 

すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握することや概要や要点を目的に応じて捉えることができるように 

する。  

（2）読むこと  

ア 日常的及び社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報 

を読み取り，書き手の意図を把握することや概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。  

（3）話すこと［やり取り］  

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を 

用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。  

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだり 

したことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性 に注意して話して伝え合うことが 

できるようにする。 

（4）話すこと［発表］  

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を 

用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることができるようにする。  

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだり 

    したことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることができる 

    ようにする。  

（5）書くこと  

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を 

用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えることができるようにする。  

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだり 

    したことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えることが 

    できるようにする。 

教科書 

（出版社） 

LANDMARK Fit   

English Communication Ⅰ（啓林館） 

副教材 

（出版社） 

LANDMARK Fit English Ⅰ Workbook（啓林館） 

英単語・熟語 Bricks １（いいずな書店） 

Listening platform １（いいずな書店） 

留意点  
開  講 

予定人数 
 

 

２ 評価 

（１）評価の観点 

観 点 趣 旨 

知識・技能 

・外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどについて理解を深めている。 

・外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの知識を聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる 

実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 

・コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で 

情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に 

表現したり伝え合ったりしている。 

主体的に学習に取り組む態度 
・外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的かつ 

自律的に外国語を用いてコミュニケーション を図ろうとしている。 

 

（２）評価方法 

観点 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取 り 組 む 態 度 

定期考査・小テスト 

リスニングテスト 等 
◎ ○ ○ 

定期考査・ワークシート 

パフォーマンステスト 等 
○ ◎ ○ 

学習観察・提出物 

授業や課題への取り組み 等 
○ ○ ◎ 

 

３ 履修上および学習上の注意 

・言語活動に取り組む態度を持ち、異国の文化を学んでください。 

・この授業は習熟度別展開授業で実施されます。 

 



 

 

４ 年間指導計画（単元の目標と評価の観点） 

月 学習内容（単元名） 時数 評価の観点 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

8 

 

9 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

12 

 

 

 

1 
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３ 

 ○オリエンテーション 

   

 

  Preparatory Lesson   

 

 

 

 Lesson １ 

 

 

 

 Lesson ２ 

 

 

【前期中間考査】 

 

 Lesson ３ 

 

 

 

 Optional Reading 1   

 Communication in Practice 1 

 

 Lesson ４ 

 

 

【前期期末考査】 

 Lesson ５ 

 

  

 

Lesson ６ 

 

 

Optional Reading 2   

 Communication in Practice 2 

 【後期中間考査】 

  

 Lesson ７ 

 

 

 

 Lesson ８ 

 

 

【後期期末考査】 

Further Reading 

１ 

 

 

5 

 

 

 

９ 

 

 

 

９ 

 

 

１ 

 

９ 

 

 

 

３ 

３ 

 

９ 

 

 

１ 

９ 

 

 

 

９ 

 

 

３ 

3 

１ 

 

１０ 

 

 

 

１０ 

 

 

１ 

９ 

（使用教材や授業の進め方） 

 

  

 （知）自己紹介を英語でできる。 

 （思）自己紹介で表現力を見せる。 

 （主）相手が理解しやすいように自己紹介ができる。 

 

 （知）不定詞や動名詞を用いた文の用法を理解している。 

 （思）自分の考えを相手が理解しやすく伝える。  

 （主）自分の考えを相手に理解しやすく伝えようとしている。 

 

 （知）現在完了や受動態を用いた文の用法を理解している。 

 （思）自分の考えを相手が理解しやすく伝える。  

 （主）自分の考えを相手に理解しやすく伝えようとしている。 

 

 

 （知）比較級・分詞・関係代名詞を用いた文の用法を理解している。 

 （思）自分の考えを相手が理解しやすく伝える。  

 （主）自分の考えを相手に理解しやすく伝えようとしている。 

 

 

 

 

 （知）関係代名詞や関係副詞を用いた文の用法を理解している。 

 （思）自分の考えを相手が理解しやすく伝える。  

 （主）自分の考えを相手に理解しやすく伝えようとしている。 

 

 （知）原形不定詞を用いた文の用法を理解している。 

 （思）自分の考えを相手が理解しやすく伝える。  

 （主）自分の考えを相手に理解しやすく伝えようとしている。 

 

 （知）that節や対比を用いた文の用法を理解している。 

 （思）自分の考えを相手が理解しやすく伝える。  

 （主）自分の考えを相手に理解しやすく伝えようとしている。 

 

 

 

 

 （知）分詞構文を用いた文の用法を理解している。 

 （思）自分の考えを相手が理解しやすく伝える。  

 （主）自分の考えを相手に理解しやすく伝えようとしている。 

 

 （知）過去完了や仮定法を用いた文の用法を理解している。 

 （思）自分の考えを相手が理解しやすく伝える。  

 （主）自分の考えを相手に理解しやすく伝えようとしている。 

 

 （知）比較的長い英文の内容を理解することができる。 

 （思）自分の考えを相手が理解しやすく伝える。  

 （主）自分の考えを相手に理解しやすく伝えようとしている。 

 



 

 

１ 科目の概要 

学年・年次 教 科 科 目 選 択 区 分 単位数 

1 年次 英語 論理・表現Ⅰ - 必履修・必修・選択 ３ 

科目の 

目 標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，以下の３つの領域において言語活動及びこれら

を結び付けた統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり，適切に表現したり伝え合ったり 

するコミュニケーションを図る資質・能力を養う。具体的な活動・領域は以下の通り。 

（１）話すこと［やり取り］  

ア：日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な

語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え合ったり，やり取りを通して必要な情報を得たり

することができるようにする。  

イ：日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用 

すれば，ディベートやディスカッションなどの活動を通して，聞いたり読んだりしたことを活用しながら， 

基本的な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して話して伝え合うことができる 

ようにする。 

（２）話すこと［発表］  

ア：日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な

語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して話して伝えることができるよう

にする。  

イ：日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用 

すれば，スピーチやプレゼンテーションなどの活動を通して，聞いたり読んだりしたことを活用しながら， 

基本的な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して話して伝えることができるよう 

にする。 

（３）書くこと  

ア：日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば， 基本的

な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して文章を書いて伝えることが 

できるようにする。  

イ：日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用 

すれば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の 

構成や展開を工夫して文章を書いて伝えることができるようにする。 

教科書 

（出版社） 
MY WAY Logic and Expression Ⅰ （三省堂）  

副教材 

（出版社） 

MY WAY ワークブック（三省堂）、 

マイウェイ総合英語（三省堂） 

留意点  
開  講 

予定人数 
 

 

２ 評価 

（１） 評価の観点 

観 点 趣 旨 

知識・技能 

・外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどについて理解を深めている。 

・外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの知識を話すこと，書くことによる実際のコミュ

ニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 

・コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，

外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり， 

これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりしている。 

主体的に学習に取り組む態度 
・外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら， 

主体的かつ自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている。 

 

（２） 評価方法 

観点 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査、小テスト 等 ◎ ○ ○ 

定期考査、ワークシート、パフォーマンステスト 等 ○ ◎ ○ 

学習観察、授業や課題への取り組み、提出物 ○ ○ ◎ 

 

３ 履修上および学習上の注意 

・言語活動に取り組む態度を持ち、コミュニケーション能力の向上に努めてください。 

  

 



 

４ 年間指導計画（単元の目標と評価の観点） 

月 学習内容（単元名） 時数 評価の観点 
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7 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

1 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 ○オリエンテーション 

  （使用教材や授業の進め方） 

Lesson １ 

 

 

 

 

 

 Lesson ２ 

 

 

 

  

 Lesson ３ 

 

【前期中間考査】 

 

 

 

 Lesson ４ 

 

 

 

 

 

 Lesson ５ 

 

 

 

 

 

Lesson ６ 

 

 

 

 

【前期期末考査】 

 Lesson ７ 

 

 

 

 

 

Lesson ８ 

 

 

 【後期中間考査】 

 Lesson ９ 

 

 

 

 

Lesson １０ 

 

 

【後期期末考査】 

 

 

 

 １年のまとめ 

１ 

 

９ 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

９ 

 

１ 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

１ 

１０ 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

１ 

１０ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

１ 

 

 

 

3 

 

 

 （知）be 動詞・一般動詞の現在形の特徴の知識や初対面のあいさつの技能が

あること。 

 （思）be 動詞・一般動詞を用い、初対面のあいさつ・会話ができる。  

 （主）be 動詞・一般動詞を用い、初対面のあいさつ・会話をしようとして 

いる。 

 

 （知）動詞の過去形や進行形を使い、自分の学校や住んでいる地域のことを 

表現できる。 

 （思）自分の学校や住んでいる地域のことを伝えることができる。  

 （主）自分の学校や住んでいる地域のことを伝えようとしている。 

 

 （知）未来の表現の知識を使い、予定や自分の考えを伝えることができる。 

 （思）未来の予定・自分の気持ちを相手が理解しやすく伝える。  

 （主）未来の予定・自分の考えを相手に理解しやすく伝えようとしている。 

 

 

 

 （知）現在完了を用いた文の用法を理解している。 

 （思）現在完了を用いた文で自分のことを相手が理解しやすく伝える。  

（主）現在完了を用いた文で自分のことを相手が理解しやすく伝えようと 

している。  

 

 

（知）助動詞・受動態を用いた文の用法を理解している。 

（思）助動詞・受動態を用いた文で観光地への行き方を理解しやすく伝える。  

（主）助動詞・受動態を用いた文で観光地への行き方を理解しやすく伝え 

ようとしている。  

 

 

 （知）不定詞を用いた文の用法を理解している。 

 （思）不定詞を用いた文で旅行中の出来事を相手が理解しやすく伝える。  

（主）不定詞を用いた文で旅行中の出来事を相手が理解しやすく伝えようと

している。  

 

 

（知）動名詞・分詞を用いた文の用法を理解している。 

（思）動名詞・分詞を用いた文でスポーツのことを相手に理解するように 

伝える。  

（主）動名詞・分詞を用いた文でスポーツのことを相手に理解するように 

伝えようとしている。 

 

 （知）比較級を用いた文の用法を理解している。 

 （思）賛成・反対を相手が理解しやすく伝える。  

 （主）賛成・反対を相手に理解しやすく伝えようとしている。 

 

（知）関係代名詞を用いた文の用法を理解している。 

 （思）身体と健康について自分の考えを相手が理解しやすく伝える。  

 （主）身体と健康の自分の考えを相手に理解しやすく伝えようとしている。 

 

 

 （知）関係副詞や仮定法を用いた文の用法を理解している。 

 （思）ＳＤＧＳの自分の考えを相手が理解しやすく伝える。  

 （主）ＳＤＧＳの自分の考えを相手に理解しやすく伝えようとしている。 

 

 



 

 

１ 科目の概要 

学年・年次 教 科 科 目 選 択 区 分 単位数 

１年次 家庭科 家庭基礎 - 必履修・必修・選択 ２ 

科目の 

目 標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協働

し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を

次のとおり育成することを目指す 

 

(1)人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境について、生活を主体的に営むために必要

な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする 

(2)家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を

評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして生涯を見通して課題を解決

する力を養う 

(3)様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や

家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う 

 

教科書 

（出版社） 

家庭基礎 自立・共生・創造 

（東京書籍 家基 701） 

副教材 

（出版社） 
 

留意点 実習費３，０００円徴収します 
開  講 

予定人数 
 

 

 

２ 評価の方法 

（1） 評価の観点 

観 点 趣 旨 

知識・技能 

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭の意義、家族・家庭と社

会との関わりについて理解を深め、生活を主体的に営むために必要な家族・家庭、衣食住、

消費や環境などについて理解しているとともに、それらに係る技能を身に付けている 

思考・判断・表現 

生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現す

るなどして課題を解決する力を身に付けている 

主体的に学習に取り組

む態度 

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決に主体的に取り組み、振り

返りから改善して、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活を創造

し、実践しようとしている 

 

（2） 評価方法 

観点 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

実技・単元テスト ○   

ワークシート  ○ ○ 

学習観察   ○ 

 

 

３ 履修上および学習上の注意 

 

 

 

 

 

 



 

４ 年間指導計画（評価の観点） 

月 学習内容（単元名） 時数 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 
４ 
 
 

 
 
 
5 

 
 
 

6 
 
 
7 
 

 
8 

 
 
9 
 
 
 
 

10 
 
 
 
 

 
11 

 
12 

 
 

 
 
1 

 
2 
 
 
 
３ 

 
 

オリエンテーション 
第 1 章 生涯を見通す 
 
 

１ 
２ 

 
 

人の一生について様々な
生き方があることを理解
し生活課題に対応して意
思決定の重要性を理解し
ている 

生涯を見通した自己の生
活について考察し、表現
できる 

生涯の生活設計について
考え、生活の充実向上を
実践しようとしている 

第 2 章 人生をつくる 
 
 

５ 
 
 

 

青年期の課題、家族・家
庭の機能と家族関係につ
いて理解している 

家族の一員として役割を
果たし、家庭を築くこと
の重要性について問題を
見出して課題を解決する
力を身に着けている 

青年期の自立と家族・家
庭について、課題の解決
に取り組んでいる 
 

第７章 衣生活をつくる 
 
 
 

１０ 
 

 

被服の機能と着装、被服
材料、被服構成及び被服
衛生について理解し、被
服の計画・管理に必要な
技能を身に付けている 

被服の機能性や快適性、
安全で健康や環境に配慮
した被服の管理や目的に
応じた着装について考察
することができる 

衣生活と健康について、
課題の解決に取り組んで
いる 
 

第９章 経済生活を営む 
 
 
 

９ 
 
 

 
 

家計の構造や生活の経済
と社会の関わり、家計管
理について理解している 

生活における経済の管理
や計画の重要性につい
て、ライフステージや社
会保障制度と関連付け、
問題を見出して課題を解
決する力を身に着けてい
る 

消費行動と意思決定につ
いて、課題の解決に取り
組んでいる 
 

第 10 章 持続可能な生活を営む ２ 生活と環境との関わりや
持続可能な消費について
理解している 

持続可能な社会を目指し
て行動できるよう問題を
見出して課題を解決する
力を身に着けている 

持続可能なライフスタイ
ルと環境について、課題
の解決に取り組んでいる 

第８章 住生活をつくる 
 
 

５ 
 
 

住生活の特徴、機能につ
いて理解し、計画・管理
の技能を身に付けている 

住居の機能性や快適性に
ついて考察することがで
きる 

住生活と住環境につい
て、課題の解決に取り組
んでいる 

第 3 章 子どもと共に育つ 
 
 
 
 

９ 
 
 
 

 

幼児期の心身の発達と生
活、親の役割と保育、子
育て支援について理解
し、乳幼児と適切に関わ
るための基礎的な技能を
身に付けることができる 

子供を生み育てることの
意義について考え、子供
の健やかな発達のために
問題を見出して課題を解
決する力を身に着けてい
る 

子供の生活と保育につい
て、課題の解決に主体的
に取り組んでいる 
 

第６章 食生活をつくる 
ホームプロジェクト 
 
 
 

１７ 
 
 
 

 

栄養の特徴や食品の特
質、健康や環境、安全に
配慮した食生活について
理解し、自己や家族の食
生活の計画・管理に必要
な技能を身に付けている 

食の安全や食品の調理上
の性質、食文化の継承を
考慮した献立作成や調理
計画、健康や環境に配慮
した食生活について考察
することができる 

食生活と健康について、
課題の解決に主体的に取
り組んでいる 
 

第 4 章 超高齢社会を共に生きる 
 
 
 

６ 
 
 
 
 

高齢期の心身の特徴、尊
厳と自立生活の支援や介
護について理解し、生活
支援に関する基礎的な技
能を身に付けている 

高齢者の自立生活を支え
るために、家族や地域及
び社会の果たす役割の重
要性について問題を見出
して課題を解決する力を
身に着けている 

高齢期の生活と福祉につ
いて、課題の解決に主体
的に取り組んでいる 

第 5 章 共に生き、共に支える 
 
 
 
 

３ 
 
 
 
 

家族・家庭の生活を支え
る福祉や社会的支援につ
いて理解している 

家庭や地域及び社会の一
員として共に支え合って
生活することの重要性に
ついて問題を見出して課
題を解決する力を身に着
けている 

よりよい社会の構築に向
けて共生社会と福祉につ
いて、課題の解決に主体
的に取り組んでいる 

第１１章これからの生活を創造する １ 人の一生について様々な
生き方があることを理解
し生活課題に対応して意
思決定の重要性を理解し
ている 

生涯を見通した自己の生
活について考察し表現で
きる 

生涯の生活設計について
考え、生活の充実向上を
実践しようとしている 

 



１ 科目の概要 

学年・年次 教 科 科 目 選 択 区 分 単位数 

１年次 情報 情報Ⅰ - 必履修・必修・選択 ２ 

科目の 

目 標 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通

して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的に参画す

るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

（1） 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得

するとともに，情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。 

（2） 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切

かつ効果的に活用する力を養う。 

（3） 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。 

教科書 

（出版社） 
最新情報Ⅰ（実教出版） 

副教材 

（出版社） 
最新情報Ⅰ 学習ノート（実教出版） 

留意点  
開  講 

予定人数 
 

 

 

２ 評価の方法 

（１） 評価の観点 

観 点 趣 旨 

知識・技能 
効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活用について理解を深め技能

を習得するとともに、情報社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。 

思考・判断・表現 
様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を

適切かつ効果的に活用する力を養う。 

主体的に学習に取り組む態度 情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。 

 

（２） 評価方法 

観点 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

実技・テスト ○   

ワークシート  ○  

学習観察   ○ 

 

 

３ 履修上および学習上の注意 

 

 

 

 

 

 



 

４ 年間指導計画（評価の観点） 

月 学習内容（単元名） 時数 評価の観点 

４ 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

7 

 

 

8 

 

 

 

9 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

1 

 

 

2 

 

 

 

 

3 

第 1 章 情報社会と私たち 

1 節 情報社会 

 2節 情報社会の法規と権利 

 3節 情報技術が築く新しい社会 

  

 

第 2 章 メディアとデザイン 

1 節 メディアと 

コミュニケーション 

 2節 情報デザイン 

 3節 情報デザインの実践 

  

 

 

第 3 章 システムとデジタル化 

1 節 情報システムの構成 

 2節 情報のデジタル化 

  

 

 

第 4 章 ネットワーク 

とセキュリティ 

1 節 情報通信ネットワーク  

2 節 情報セキュリティ 

  

 

 

第 5 章 問題解決とその方法 

1 節 問題解決 

 2節 データの活用 

 3節 モデル化 

 4節 シミュレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 章 アルゴリズム 

とプログラミング 

1 節 プログラミングの方法 

 2節 プログラミングの実践 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2５ 
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第 1 章 

【知】データ，情報，知識の意味と相互の関係、知的財産権の概要、POSシステム，

電子マネー，電子決済の仕組み、人工知能，IoT，仮想現実や拡張現実についてそれ

ぞれ説明することができる。 

【思】情報の特性を活用した事例と，情報の特性によって生じる事例を挙げることが

できる。知的財産権が産業や文化の発展に与えている影響について説明することが

できる。  

【主】ネット依存等，情報化が個人に及ぼす影響について考え，自らの情報活用につ

いて振り返り，改善方法しようとしている。問題を解決するために，知的財産を適

切に活用し，主体的に創作活動に参画しようとしている。 

第 2 章 

【知】文字，図形，音声，静止画など各表現メディア，情報メディア，伝達メディア

の特性についてそれぞれ説明することができる。情報バリアフリー，ユニバーサル

デザインの意味と目的について説明することができる。 

【思】伝達する情報に応じて適切に表現メディアや情報メディアを選択して表現する

ことができる。  

【主】情報をわかりやすく伝達するために，文字や図，表やグラフなどを工夫して表

現する学習活動を自ら進んで行い，評価を受けて改善を図ろうとしている。  

第 3 章 

【知】コンピュータの構成や計算の仕組みについて説明することができる。アナログ

とデジタルの概念とその違いを理解している。2 進数と情報量の関係について説明

することができる。  

【思】コンピュータを構成する各装置の機能と相互の関係考え，適切に接続して動作

させることができる。アナログとデジタルを比較し，その特徴を適切に説明できる。

  

【主】コンピュータを構成する装置とその性能について興味・関心を示し，自分で調

べようとしている。コンピュータによる演算や数値計算の仕組みについて関心を示

し，理解しようとしている。   

第 4 章 

【知】通信方式の種類やその違いについて説明することができる。情報セキュリティ

の３つの基本的な考え方について説明することができる。  

【思】目的に沿って，LANを構成する情報機器の接続を適切に考えることができる。

ファイルのデータを効率的に圧縮して転送することができる。情報セキュリティの

確保に向けて，目的に応じて，アクセス制御やフィルタリングなど適切な方法を選

択することができる。  

【主】インターネットの仕組みやサービスに興味・関心を持ち，問題の解決に向けて，

個人あるいはグループでネットワークの活用について検討しようとしている。マル

ウェアやサイバー犯罪の被害に遭わないように，リスクを軽減するための対策を継

続して行おうとしている。 

第 5 章 

【知】問題や問題解決の意味，問題解決の手順について説明することができる。デー

タの種類と尺度水準について理解し，収集したデータを整理することができる。モ

デル化およびシミュレーションの意味について説明することができる。 

【思】問題発見のための方法を考え，適切に選択できる。問題解決の目的や内容に適

したデータを選択して収集する力がある。モデル化およびシミュレーションが，社

会の問題解決に果たす役割について考え，事例を挙げて説明することができる。 

【主】問題解決の結果を振り返り，積極的に自己評価や相互評価を行い，改善を図ろ

うとしている。問題解決のためのデータ活用に関する取り組みを，データ分析の方

法や分析結果の妥当性について，自己評価や相互評価で振り返り，改善しようとし

ている。 

第 6 章 

【知】アルゴリズムとプログラムについてそれぞれ説明することができる 

【思】基本制御構造（順次・選択・反復）を適切に用いて，簡単なアルゴリズムを表

現できる。  

【主】問題解決のためのアルゴリズムを考える学習に，主体的に取り組んでいる。 

 


